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二
〇
二
二
年
九
月
、日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、中
国
）
は
、

国
交
正
常
化
か
ら
五
〇
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
だ
が
、両
国
、

特
に
日
本
国
内
の
雰
囲
気
は
、
そ
れ
を
歓
迎
す
る
状
況
に
は
な
い
。

尖
閣
諸
島
問
題
に
加
え
、
安
全
保
障
・
経
済
・
科
学
技
術
を
め
ぐ
る

米
中
対
立
の
激
化
、
中
国
に
端
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
、
香
港
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権
問

題
、
台
湾
問
題
、
南
シ
ナ
海
問
題
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　

両
国
の
国
民
感
情
も
悪
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
の
言
論
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
世
論
調
査
で
は
、
日
本
人
の
九
〇
・
九
％
が
中
国
に
、「
良

く
な
い
印
象
／
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
良
く
な
い
印
象
」
を
持
っ
て
い

る
と
答
え
た
。
六
六
・
一
％
の
中
国
人
も
、
日
本
に
、「
良
く
な
い
印

象
／
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
良
く
な
い
印
象
」
だ
と
答
え
た
（
図
）。

　

日
中
関
係
は
、
一
九
七
二
年
以
降
絶
え
ず
悪
化
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
二
〇
世
紀
の
日
中
関
係
は
、
悪
化
が
生
じ
な
が
ら
も
、
改

善
へ
至
る
安
定
性
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
一
世
紀
の
日
中
関
係
は
、

防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官

杉
浦
康
之

日
中
関
係
か
ら
は
近
年
、
二
〇
世
紀
に
は
あ
っ
た

関
係
改
善
へ
の
復
元
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
来
七
三
年
、

国
交
正
常
化
か
ら
五
〇
年
の
日
中
の
関
係
史
を

振
り
返
っ
て
考
え
る
。

す
ぎ
う
ら　

や
す
ゆ
き　
一
九
七
七
年
生
ま

れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
著
書
に

『
中
国
安
全
保
障
レ
ポ
ー
ト
二
〇
二
二　

統

合
作
戦
能
力
の
深
化
を
目
指
す
中
国
人
民

解
放
軍
』、
共
著
に
『
現
代
中
国
入
門
』『
日

中
関
係
史1972

‐2012 

Ⅰ 

政
治
』な
ど
。

建
設
的
か
つ
安
定
的
な
日
中
関
係
は
築
け
る
か

日
中
国
交
正
常
化
の
記
念
に
中
国
政
府
か

ら
贈
ら
れ
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
カ
ン
カ

ン
と
ラ
ン
ラ
ン
は
大
人
気
を
博
し
た
（
時
事
）
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改
善
も
あ
っ
た
が
長
続
き
せ
ず
、
不
安
定
な
状
況
が
常
態
化
し
つ
つ

あ
る
。

　

二
つ
の
時
期
の
差
異
は
、
何
に
起
因
す
る
の
か
。
本
稿
は
、
両

国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
と
国
内
状
況
の
変
化
に
注
目
し
な
が
ら
、

一
九
四
九
年
の
中
国
建
国
か
ら
現
在
ま
で
の
日
中
関
係
の
た
ど
っ
た

軌
跡
を
振
り
返
り
、
今
後
の
展
望
を
考
察
す
る
。

日
中
国
交
正
常
化
に
至
る
道
の
り

　

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、中
国
の
建
国
が
宣
言
さ
れ
た
。
一
方
、

日
本
は
五
一
年
九
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
独
立
を
果

た
し
た
。
だ
が
、
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
に
よ
り
、
米
中
対
立
が

ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
の
基
調
と
な
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
要
請
も

あ
り
、
日
本
は
、
中
国
で
は
な
く
、
台
湾
へ
遷
っ
た
中
華
民
国
（
台

湾
）
と
の
国
交
樹
立
を
選
択
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
日
中
両
国
は
異
な
る
政
治
・
経
済
体
制
を
模
索
し
た
。

日
本
は
、
日
米
安
保
体
制
を
外
交
戦
略
の
要
と
し
、
西
側
陣
営
の
一

員
と
し
て
、
資
本
主
義
市
場
経
済
体
制
に
よ
る
経
済
成
長
を
目
指
し

た
。
そ
し
て
五
五
年
体
制
の
下
、
自
由
民
主
党
の
長
期
政
権
が
確
立

し
、
着
実
に
経
済
成
長
を
達
成
し
た
。
一
方
、
中
国
は
当
初
、
中
ソ

同
盟
を
外
交
戦
略
の
要
と
し
、
東
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
、
社
会
主

義
計
画
経
済
体
制
に
よ
る
経
済
成
長
を
目
指
し
た
。
だ
が
、
中
ソ
同

図　相手国に対する印象（言論NPO  日中共同世論調査から）

日本世論：良い印象を持っている／どちらかと言えば良い印象を持っている
日本世論：良くない印象を持っている／どちらかと言えば良くない印象を持っている
中国世論：良い印象を持っている／どちらかと言えば良い印象を持っている
中国世論：良くない印象を持っている／どちらかと言えば良くない印象を持っている

出典：言論NPO「第１７回日中共同世論調査』の結果、言論NPOのHPより
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盟
は
一
九
六
〇
年
代
に
破
綻
し
、
大
躍
進
政
策
は
経
済
的
な
混
乱
を

引
き
起
こ
し
た
。中
国
共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
は
不
変
だ
っ
た
が
、

党
内
権
力
闘
争
は
し
ば
し
ば
激
化
し
、
文
化
大
革
命
で
国
内
に
混
乱

と
破
壊
が
生
じ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
国
交
不
在
の
ま
ま
、
日
中
間
に
は
、
わ
ず
か
な

政
府
間
接
触
や
国
会
議
員
の
訪
中
な
ど
、
一
定
の
政
治
交
流
が
存
在

し
た
。
貿
易
・
文
化
・
人
道
問
題
な
ど
の
「
民
間
」
交
流
も
、
紆
余

曲
折
を
経
な
が
ら
も
発
展
し
た
。
た
だ
し
、
中
国
側
の
組
織
は
、
す

べ
て
党
の
指
導
下
に
あ
り
、
純
然
た
る
民
間
部
門
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
側
に
も
、
政
府
の
支
援
を
受
け
る
民
間
交
流
組
織
が
あ
っ
た
。

　

日
本
は
「
政
経
分
離
」
を
基
調
と
し
、
中
華
民
国
と
の
外
交
関
係

を
維
持
し
つ
つ
、経
済
関
係
を
中
心
に
対
中
関
係
改
善
を
模
索
し
た
。

中
国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
封
じ
込
め
体
制
を
打
破
す
る
た
め
、
日

本
の
親
中
勢
力
や
反
米
運
動
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
、
反
米
統
一

戦
線
に
取
り
組
む
形
で
日
中
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
と
い
う
、「
日

本
中
立
化
」
を
目
指
し
た
。
ま
た
、「
政
経
不
可
分
」
原
則
を
基
調

と
し
、「
二
つ
の
中
国
」
の
到
来
に
反
対
す
る
姿
勢
を
堅
持
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
両
国
の
外
交
方
針
は
相
容
れ
な
い
要
素
が
あ
り
、
対

立
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
中
国
側
が
「
日
本
中
立
化
」
に
固

執
せ
ず
、
経
済
重
視
の
観
点
か
ら
「
政
経
不
可
分
」
原
則
を
緩
和
す

る
こ
と
で
協
調
関
係
も
生
ま
れ
た
。
半
官
半
民
の
長
期
総
合
貿
易
取

り
決
め
で
あ
っ
た
Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
は
、
そ
の
典
型
例
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
状
況
は
、
米
中
接
近
で
激
変
す
る
。
突
然
か
つ
劇
的
な
米
中

接
近
は
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
た
が
、
日
本
で
は
日
中

国
交
正
常
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
。
中
国
も
そ
れ
ま
で
の
交
流

で
培
っ
た
関
係
を
活
用
し
、
早
期
の
国
交
正
常
化
実
現
を
働
き
か
け

た
。
そ
の
結
果
、
七
二
年
七
月
に
田
中
角
栄
内
閣
が
誕
生
す
る
と
、

両
国
は
速
や
か
に
国
交
正
常
化
を
実
現
し
た
。

　

他
方
で
日
中
国
交
正
常
化
は
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
戦
後
賠
償
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
は
見
解
は
一
致
し
な
か
っ

た
。
ま
た
日
本
政
府
は
、
台
湾
問
題
を
め
ぐ
る
中
国
の
主
張
に
「
十

分
理
解
し
、
尊
重
」
し
た
が
、
同
意
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
不
同

意
の
同
意
」
に
到
達
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

安
定
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
七
二
年
体
制

　

多
く
の
研
究
者
が
、
国
交
正
常
化
を
基
盤
と
す
る
日
中
関
係
を

「
七
二
年
体
制
」と
呼
ぶ
。
本
稿
は
、そ
う
し
た
議
論
を
敷
衍
し
つ
つ
、

安
定
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
七
二
年
体
制
は
、
以
下
の
特
徴
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　

第
一
の
特
徴
は
、
日
本
外
務
省
と
中
国
外
交
部
に
よ
る
公
式
外
交

ル
ー
ト
と
、
政
界
・
経
済
界
・
知
識
人
・
日
中
友
好
団
体
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
関
与
す
る
非
公
式
外
交
ル
ー
ト
の
併
存
で
あ
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る
。
か
か
る
非
公
式
外
交
ル
ー
ト
は
、
政
治
指
導
者
の
考
え
を
相
手

に
伝
え
、
ま
た
相
手
の
真
意
を
探
る
な
ど
、
公
式
外
交
ル
ー
ト
を
補

完
し
た
。
な
お
、
中
国
は
公
式
外
交
ル
ー
ト
と
非
公
式
外
交
ル
ー
ト

を
管
理
し
得
た
が
、
日
本
の
各
ア
ク
タ
ー
の
思
惑
は
必
ず
し
も
一
致

し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
非
公
式
ル
ー
ト
は
、
情
緒
的
な
関
係
で
あ

り
、
制
度
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
国
は
、
か
か
る
片
務
的
な
多

元
構
造
を
利
用
し
、
日
本
の
各
ア
ク
タ
ー
に
働
き
か
け
、
日
本
政
府

の
対
中
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
。

　

第
二
の
特
徴
は
、「
友
好
」
概
念
に
基
づ
く
援
助—

被
援
助
関
係

を
基
本
と
し
、
戦
略
性
を
強
調
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
中
国
が
改

革
・
開
放
政
策
を
始
動
す
る
と
、
経
済
大
国
・
日
本
が
貧
し
い
中
国

を
支
援
す
る
と
い
う
構
図
と
な
っ
た
が
、
そ
の
必
要
性
は
戦
略
的
観

点
で
な
く
、
中
国
の
対
日
賠
償
放
棄
を
踏
ま
え
た
「
友
好
」
精
神
か

ら
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
は
、
日
本
国
民
の
対
中
感
情
も
良
好
で

あ
っ
た
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
重
要
な
外
交
事
案
が
生
じ
た
際
、
事
態
を
深
刻

化
さ
せ
ず
、
曖
昧
性
を
残
し
た
ま
ま
、
政
治
的
解
決
を
図
っ
た
点
で

あ
る
。
公
式
お
よ
び
非
公
式
外
交
ル
ー
ト
に
よ
り
、
互
い
の
意
図
を

水
面
下
で
伝
え
、日
本
外
務
省
と
中
国
の
知
日
派
が
「
阿
吽
の
呼
吸
」

で
、「
暗
黙
の
合
意
」
を
形
成
し
た
。

　

七
二
年
体
制
を
支
え
た
国
際
秩
序
は
、
対
ソ
提
携
と
改
革
・
開
放

政
策
の
促
進
を
念
頭
に
置
い
た
、
日
米
中
関
係
の
安
定
で
あ
る
。
米

中
関
係
に
は
台
湾
問
題
、
日
米
関
係
に
は
貿
易
摩
擦
問
題
が
あ
っ
た

が
、
決
定
的
な
対
立
関
係
に
陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

国
内
状
況
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
本
で
は
首
相
交
代
こ
そ
多
か
っ

た
が
、
田
中
派
・
竹
下
派
（
経
世
会
）
中
心
の
自
民
党
の
長
期
安
定

政
権
が
続
き
、
経
済
大
国
と
し
て
の
日
本
が
確
立
さ
れ
た
時
期
だ
っ

た
。
中
国
で
は
鄧
小
平
を
中
心
と
す
る
指
導
部
の
下
、
一
党
独
裁
体

制
を
堅
持
し
つ
つ
、
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
と
外
資
導
入
に
よ
る
発
展

を
志
向
す
る
改
革
・
開
放
政
策
が
進
め
ら
れ
た
。
学
生
を
中
心
に
民

主
化
を
求
め
る
声
が
高
揚
し
、
胡
耀
邦
・
趙
紫
陽
と
い
う
二
人
の
総

書
記
が
失
脚
す
る
な
ど
党
内
に
混
乱
も
あ
っ
た
が
、
改
革
・
開
放
政

策
は
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
中
の
経
済
体
制
は
、
か
つ
て
に

比
べ
れ
ば
、
大
き
く
近
づ
い
た
。
政
治
体
制
は
異
な
る
が
、
日
本
で

も
中
国
の
政
治
体
制
改
革
へ
の
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

事
実
、
七
二
年
体
制
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に

か
け
て
機
能
し
た
。
二
度
の
歴
史
教
科
書
問
題
、
中
曽
根
康
弘
首
相

の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
問
題
、
光
華
寮
問
題
、
貿
易
不
均
衡
問
題
な

ど
が
噴
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
長
期
化
・
泥
沼
化
せ
ず
、
明
示
的
な

合
意
文
書
も
な
い
ま
ま
解
決
さ
れ
た
。
八
九
年
六
月
の
天
安
門
事
件

は
、
国
交
正
常
化
後
、
日
中
両
国
が
直
面
し
た
最
大
の
難
問
だ
っ
た

が
、
七
二
年
体
制
は
早
期
の
関
係
回
復
を
実
現
し
、
九
二
年
一
〇
月



独立日本の70年

139

に
は
天
皇
訪
中
を
成
功
さ
せ
た
。

七
二
年
体
制
の
変
容

　

し
か
し
七
二
年
体
制
は
、
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
変
容
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
第
一
の
契
機
は
、
米
ソ
冷
戦
終
焉
と
台
湾
民
主
化
に

よ
る
台
湾
問
題
の
変
化
と
い
う
国
際
秩
序
の
変
容
で
あ
る
。
対
ソ
提

携
を
軸
と
す
る
日
米
中
関
係
は
霧
消
し
、
台
湾
問
題
は
、
中
華
人
民

共
和
国
と
中
華
民
国
と
い
う
「
二
つ
の
中
国
」
の
対
立
か
ら
、
中
国

と
台
湾
に
よ
る
統
一
・
独
立
、
現
状
打
破
・
現
状
維
持
を
め
ぐ
る
駆

け
引
き
に
変
化
し
た
。
そ
の
際
、
民
主
化
を
目
指
す
台
湾
と
、
民
主

化
を
弾
圧
し
た
中
国
と
の
構
図
は
、
西
側
諸
国
の
対
応
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

　

九
五
年
か
ら
九
六
年
の
第
三
次
台
湾
海
峡
危
機
は
、
か
か
る
国
際

秩
序
の
変
容
を
表
面
化
さ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
情
勢
の
安
定
化
の
た

め
、
空
母
戦
闘
群
を
台
湾
海
峡
に
派
遣
し
た
。
同
じ
頃
、
日
米
安
保

の
再
定
義
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
日
中
の
間
で
も
台
湾
問
題
を
め

ぐ
る
安
全
保
障
問
題
が
生
じ
た
。
中
国
は
こ
れ
以
降
、
日
米
安
保
体

制
を
「
冷
戦
の
遺
物
」
と
批
判
し
て
い
く
。

　

第
二
の
契
機
は
、
中
国
の
愛
国
主
義
教
育
運
動
の
展
開
と
、
日
本

の
戦
後
贖
罪
意
識
の
変
化
と
い
う
、
歴
史
問
題
を
め
ぐ
る
国
内
状
況

の
変
化
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
は
、
天
安
門
事
件
で
傷
つ
い
た
支
配

の
正
当
性
を
強
化
す
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
主
眼
と

す
る
愛
国
主
義
教
育
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
に
と
っ

て
歴
史
問
題
の
重
要
性
は
増
し
た
。
一
方
、
日
本
で
は
、
天
皇
訪
中

時
の
「
お
こ
と
ば
」
や
九
五
年
の
村
山
談
話
に
よ
り
、
歴
史
問
題
に

区
切
り
を
つ
け
、
未
来
志
向
の
姿
勢
が
強
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
違
い
が
鮮
明
に
な
っ
た
の
が
、
九
八
年
一
一
月
の
江
沢
民
・

国
家
主
席
の
来
日
で
あ
っ
た
。
江
沢
民
は
、
共
同
宣
言
で
の
「
お
わ

び
」
に
固
執
し
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
と
歴
史
問
題
に
繰
り
返
し
言

及
し
た
が
、
日
本
で
は
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
。
過
去
の

歴
史
問
題
で
は
、
日
本
の
行
動
を
中
国
が
批
判
し
た
が
、
こ
の
と
き

は
中
国
の
行
動
に
日
本
が
反
発
す
る
構
図
だ
っ
た
。

　

第
三
の
契
機
は
、
二
〇
〇
一
年
の
小
泉
純
一
郎
政
権
の
登
場
で
あ

る
。
小
泉
政
権
の
誕
生
は
、
経
世
会
支
配
の
終
焉
を
迎
え
た
自
民
党

政
治
の
変
容
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
日
本
側
の
公
式
・
非
公
式
ア
ク

タ
ー
の
再
編
に
も
及
ん
だ
。
小
泉
政
権
は
、
長
ら
く
日
中
関
係
の
紐

帯
で
あ
っ
た
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
終
了
も
決
め
た
。
そ
し
て
、
中
曽
根
・

橋
本
龍
太
郎
の
両
首
相
と
は
異
な
り
、
小
泉
首
相
が
靖
国
神
社
参
拝

を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
歴
史
問
題
を
め
ぐ
る
日
中
対
立
は
激
化
し
、

長
期
化
し
た
。
そ
こ
に
は
、
愛
国
主
義
教
育
運
動
に
よ
り
、
中
国
で

反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
い
た
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
七
二
年
体
制
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
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日
中
戦
略
的
互
恵
関
係
の
提
唱
と
そ
の
限
界

　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
小
泉
政
権
を
引
き
継
い
だ
安
倍
晋
三
首
相

は
、真
っ
先
に
中
国
を
訪
問
し
た
。こ
の
時
新
た
な
関
係
と
し
て
、「
戦

略
的
互
恵
関
係
」
が
提
唱
さ
れ
た
。

　

戦
略
的
互
恵
関
係
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
中
国

が
経
済
的
に
も
大
国
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
援
助—

被
援
助
関
係
か
ら
脱
却
し
、
戦
略
的
観
点
に
基
づ
く
対
等
な
協
力
関

係
が
目
指
さ
れ
た
。
第
二
に
、「
友
好
」
ベ
ー
ス
の
情
緒
的
関
係
か

ら
脱
却
し
、
政
治
・
経
済
・
外
交
・
安
全
保
障
・
文
化
な
ど
広
範
囲

な
交
流
の
制
度
化
が
図
ら
れ
た
。
第
三
に
、
多
分
野
で
の
協
力
関
係

の
発
展
に
よ
る
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
み
な
ら
ず
、
環
境
問
題
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の
貢
献
が
謳

わ
れ
た
。

　

戦
略
的
互
恵
関
係
に
は
、
七
二
年
体
制
に
替
わ
る
新
た
な
安
定
シ

ス
テ
ム
に
な
る
と
の
期
待
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
、
そ
れ
は
な
か

な
か
機
能
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
三
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
第
一

に
、
両
国
の
国
内
政
治
に
安
定
性
が
欠
け
て
い
た
。
日
本
で
は
、
小

泉
政
権
以
後
、
自
民
党
の
短
命
政
権
が
続
き
、
二
〇
〇
九
年
に
発
足

し
た
民
主
党
政
権
も
短
命
政
権
を
繰
り
返
し
た
。
中
国
で
は
、
胡
錦

濤
体
制
が
国
内
の
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
に
苦
慮
す
る
と
い
う

脆
弱
性
を
抱
え
て
い
た
。
第
二
の
要
因
は
、
胡
錦
濤
体
制
後
期
か
ら

生
じ
た
米
中
関
係
の
摩
擦
で
あ
る
。
中
国
が
、
南
シ
ナ
海
を
中
心
に

恣
意
的
な
海
洋
進
出
を
拡
大
す
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
政
権

は
リ
バ
ラ
ン
ス
政
策
に
よ
り
、
対
テ
ロ
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
重
視
へ
と

シ
フ
ト
し
た
。
９
・
11
以
後
、
同
床
異
夢
な
が
ら
テ
ロ
と
の
戦
い
な

ど
で
協
力
し
て
い
た
米
中
関
係
は
悪
化
へ
と
向
か
い
、
な
か
な
か
改

善
し
な
か
っ
た
。
第
三
の
要
因
は
、
尖
閣
諸
島
問
題
の
先
鋭
化
で
あ

る
。
一
〇
年
九
月
、尖
閣
諸
島
付
近
で
中
国
漁
船
衝
突
事
件
が
生
じ
、

こ
の
問
題
は
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
。
一
二
年
九
月
、
日
本
政
府

が
事
態
安
定
化
の
た
め
に
尖
閣
諸
島
を
購
入
す
る
と
、
中
国
は
反
発

し
、
各
地
で
反
日
デ
モ
を
起
こ
し
た
。
こ
の
後
、
尖
閣
諸
島
問
題
は

日
中
間
の
最
大
の
懸
案
と
な
っ
た
。

　

一
二
年
、
安
倍
晋
三
が
首
相
に
返
り
咲
き
、
中
国
で
は
習
近
平
体

制
が
発
足
し
た
。
し
か
し
、
日
中
関
係
は
東
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
問

題
を
め
ぐ
り
悪
化
す
る
。
一
三
年
、
中
国
海
軍
の
海
上
自
衛
隊
へ
の

レ
ー
ダ
ー
照
射
事
案
が
生
じ
、
ま
た
中
国
は
尖
閣
諸
島
が
自
国
領
土

で
あ
る
か
の
よ
う
な
「
東
シ
ナ
海
防
空
識
別
区
」
を
設
定
し
た
。
さ

ら
に
安
倍
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
を
戦
後
国
際
秩
序
へ
の
挑
戦
と
す

る
論
調
で
批
判
し
、
孤
立
化
を
目
論
ん
だ
が
、
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
両
国
は
、
膠
着
状
況
を
脱
す
べ
く
、
関
係
改
善
を
模
索
す

る
。
一
四
年
一
一
月
、戦
略
的
互
恵
関
係
の
発
展
を
確
認
し
た
上
で
、
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北
京
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
首
脳
会
談
が
実
現
し
た
。
一
五
年
に
は
安

倍
談
話
と
平
和
安
保
法
制
の
制
定
と
い
う
難
題
が
あ
っ
た
が
、
互
い

に
配
慮
を
見
せ
る
こ
と
で
、
対
立
激
化
を
回
避
し
た
。

　

第
二
次
安
倍
政
権
が
長
期
政
権
化
し
、
習
近
平
が
一
強
体
制
を
構

築
す
る
な
か
、
両
国
は
よ
う
や
く
本
格
的
に
戦
略
的
互
恵
関
係
の
実

現
に
歩
み
出
す
。
一
七
年
、
二
階
俊
博
・
自
民
党
幹
事
長
の
一
帯
一

路
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
出
席
を
契
機
に
関
係
改
善
が
進
み
、
一
八
年
に

は
李
克
強
首
相
の
来
日
、
安
倍
首
相
の
訪
中
が
実
現
し
た
。
そ
の
中

で
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
海
空
連
絡
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
運
用
合
意
が
行

わ
れ
た
。

建
設
的
で
安
定
し
た
日
中
関
係
を
求
め
て

　

現
在
の
日
中
関
係
は
最
悪
の
状
況
か
ら
脱
し
、
戦
略
的
互
恵
関
係

に
基
づ
く
建
設
的
か
つ
安
定
的
な
関
係
へ
向
か
う
途
上
に
あ
る
。
し

か
し
そ
の
前
途
は
、
必
ず
し
も
明
る
い
も
の
で
は
な
い
。

　

中
国
は
近
年
、
著
し
く
そ
の
軍
事
力
を
強
化
さ
せ
、
尖
閣
諸
島
問

題
を
含
む
東
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
問
題
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

国
際
秩
序
に
お
い
て
は
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
通
り
、
米
中
関
係
は
広

範
囲
な
問
題
で
対
立
し
て
お
り
、
台
湾
問
題
や
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る

安
全
保
障
上
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
も
、

中
国
は
ロ
シ
ア
寄
り
の
姿
勢
を
顕
著
に
し
、
西
側
諸
国
と
の
断
絶
は

大
き
い
。
ま
た
中
国
は
権
威
主
義
体
制
の
様
相
を
増
し
、
経
済
面
で

も
党
の
統
制
を
強
化
し
、
日
中
間
の
政
治
・
経
済
体
制
の
差
異
は
拡

大
し
て
い
る
。
米
中
対
立
で
は
経
済
安
全
保
障
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
、
中
国
の
経
済
力
が
日
本
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
れ
ば
、「
政
経
分
離
」
の
追
求
す
ら
容
易
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
建
設
的
か
つ

安
定
的
な
日
中
関
係
の
構
築
が
必
須
と
な
る
。そ
の
た
め
日
本
に
は
、

ま
ず
外
交
・
安
全
保
障
・
経
済
な
ど
の
広
範
囲
な
分
野
で
、
日
米
同

盟
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と
な
ろ
う
。
米
中
対
立
が
続
く
な
か
、「
政

経
分
離
」に
基
づ
く
協
調
関
係
と
し
て
成
立
し
た
Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
は
、

安
保
闘
争
と
い
う
困
難
を
経
た
日
米
安
保
体
制
の
強
化
に
よ
り
実
現

し
た
と
い
う
歴
史
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
米
同
盟
の
強
化
は
建
設
的
か

つ
安
定
的
な
日
中
関
係
実
現
の
た
め
の
前
提
条
件
と
な
る
。
そ
の
上

で
、
重
層
的
な
交
流
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
制
度
化
や
環
境
問
題
等
の
グ

ロ
ー
バ
ル
課
題
で
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
、
戦
略
的
互
恵
関
係
の
着

実
な
履
行
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
の
必
要
性
と
利
点
を
、
日

中
両
国
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
際
社
会
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
と
な
る
。
そ
し
て
、
各
種
交
流
を
通
じ
た
、
両
国
の
国
民
感
情
の

改
善
も
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
容
易
に
克
服
し
得
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
良
好
な
国
民
感
情
は
安
定
し
た
日
中
関
係
を
支
え
る

基
盤
に
な
る
た
め
、
そ
れ
に
向
け
た
努
力
が
不
可
避
で
あ
る
。
●




